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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
４
月
よ
り
村

長
に
就
任
し
て
以
降
、
村
政
の
運
営
に

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

昨
年
５
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

様
の
５
類
に
移
行
し
、
本
来
の
積
極
的

な
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
本
村
で
も
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
、
や
ま
な
み
運
動
会
を
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
が
、
郷
土
を

愛
し
て
明
る
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

ま
す
こ
と
を
願
い
ま
し
て
、
日
常
生
活

の
糧
で
あ
り
ま
す
食
料
や
日
用
品
な
ど

の
買
物
を
支
援
す
る
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
き
め
細
や
か
な
子
育
て
支

援
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
な
ど

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
ひ

と
に
優
し
い
む
ら
づ
く
り
を
実
現
で
き

ま
す
よ
う
、
関
係
機
関
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
８
月
末
よ
り
起
ち
上
げ
ま
し
た

旧
南
都
銀
行
活
用
検
討
委
員
会
答
申
の

も
と
、
12
月
議
会
に
て
黒
滝
村
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
制
定
の
議
決

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
本

年
１
月
よ
り
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
、
事
業
者
の
募
集
を
は
じ
め

て
ま
い
る
予
定
で
す
。

村
の
最
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り

ま
す
県
道
赤
滝
五
條
線
改
良
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
寺
戸
工
区
に
お
け
る
着

実
な
改
良
と
、
次
期
工
区
計
画
に
向
け

て
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
講
じ
、
で

き
る
限
り
の
早
期
完
工
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
関
連
す
る
周
辺
整
備
と
し

て
、
現
在
の
泉
の
森
付
近
に
建
設
予
定

の
集
合
住
宅
建
設
工
事
は
、
ほ
ぼ
設
計

を
終
え
令
和
６
年
度
に
は
完
成
を
予
定

し
、
速
や
か
な
る
入
居
者
募
集
が
で
き

ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
簡

易
水
道
設
備
の
長
寿
命
化
工
事
も
、
財

源
を
確
保
し
つ
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
10
月

よ
り
稼
働
し
、
分
別
方
法
も
以
前
よ
り

多
様
化
し
た
た
め
住
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
負
担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ

黒滝村長

植田　忠三郎
黒滝村議会議長

九鬼　良三

ミ
の
戸
別
収
集
の
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
森
林
環
境

譲
与
税
等
の
積
極
的
な
活
用
を
行
い
、

公
道
周
辺
の
雑
木
等
を
除
却
し
て
、
見

通
し
明
る
く
、
き
れ
い
な
道
路
環
境
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

災
害
に
強
い
体
制
整
備
に
資
す
る
た

め
、
村
の
診
療
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
、
災
害
時
で
も
安
心
し
て

施
設
利
用
で
き
ま
す
よ
う
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
村
民
の
皆

さ
ま
が
、
挙
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
「
く
ろ
た
き
幸
せ
プ
ラ
ン
」
の

実
現
を
め
ざ
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
変
わ
り
ま
せ
ぬ
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新 年 の ご 挨 拶
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春

を
夢
と
希
望
、
更
に
は
ご
家
族
の
幸
せ

を
願
っ
て
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。 　

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
村
議
会
運
営
に

関
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
事
に
、
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
、
私
た
ち
議
員
6
名
は
村
民
の
皆

さ
ま
の
信
託
を
受
け
、
村
政
の
発
展
に

取
組
始
め
て
か
ら
1
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
決
意
を
新
た
に
、
ひ
ら
か
れ

た
議
会
、
皆
さ
ま
方
と
の
距
離
感
を
縮

め
る
べ
く
効
率
的
且
つ
適
正
な
議
会
運

営
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
、村
の
振
興
・

発
展
に
微
力
な
が
ら
も
寄
与
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
原
油
の
高
騰
に
よ
り
長
引

く
石
油
精
製
品
の
高
値
等
は
、
私
た
ち

の
「
安
心
で
安
全
」
な
生
活
環
境
を
脅

か
し
「
不
安
で
危
険
」
な
生
活
環
境
に

豹
変
し
た
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
私
ど
も
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

一
刻
も
早
く
そ
う
し
た
状
況
を
補
う
た

め
、
村
民
の
皆
さ
ま
へ
の
生
活
支
援
の

充
実
や
負
担
の
軽
減
策
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
背
景
よ
り
、
本
村
で
も
自

然
環
境
や
資
源
を
活
用
し
た
黒
滝
村
な

ら
で
は
の
取
組
み
の
検
討
と
事
業
化
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
補
助
金
頼
み
の
事
業
で
は
な

く
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
各
種

取
組
み
や
、
フ
ァ
ン
ド
等
を
活
用
し
た

資
金
調
達
の
検
討
、
自
然
環
境
や
森
林

資
源
を
活
用
し
た
取
組
み
を
推
し
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
わ

せ
て
、
災
害
を
未
然
に
防
い
で
い
く
た

め
の
積
極
的
な
放
置
林
の
解
消
や
広
葉

樹
林
化
の
推
進
、
同
時
に
後
世
へ
継
承

す
る
た
め
の
優
良
材
の
確
保
、
課
題
は

あ
り
ま
す
が
少
し
で
も
解
決
し
て
い
く

た
め
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、む
ら
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
産
業
の
育
成
、
教
育
や

福
祉
政
策
に
も
当
然
な
が
ら
関
わ
っ
て

き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
改
め
て
地
方
自

治
の
本
旨
に
従
い
、
議
会
自
ら
住
民
の

信
頼
と
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
多

様
化
す
る
村
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
的
確
に
反
映
で
き
る
議

会
づ
く
り
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
本
年
も
ま
た
村
民
の
皆
さ
ま
の
議

会
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒

ま
し
て

年
頭
年
頭頭頭
のの
ご
の
ご
の
ご
の
ごご
挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨
拶
挨
拶
挨挨
拶
挨挨
拶
挨挨
拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶
とととととととと
い
と
い
とととととと
い
とと
い
と
いいいいいいいいいい
た
し
た
し
た
し
た
し
た
し
た
し
たたたた
し
た
し
まままままままままままままままままままままままままままま

す
。
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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

 

12
月

４
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会
打
合
せ

　
　

●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

８
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　

●
観
光
振
興
に
係
る
特
別
委
員
会

12
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

14
日
●
区
長
会

22
日
●
例
月
出
納
検
査

28
日
●
年
末
警
戒

のの話話題題村村
　

11
月
22
日
（
水
）
黒
滝
村
ふ
れ
あ

い
運
動
場
に
お
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

36
名
の
方
が
参
加
し
楽
し
く
も
白
熱

し
た
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｊ
Ａ
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
結
果

男
子
の
部
（
敬
称
略
）〔
ス
コ
ア
〕

　

優　

勝　

中
井　

俊
郎　
　
〔
33
〕

　

準
優
勝　

下
北　

治
義　
　
〔
37
〕

　

３　

位　

堀
口　

誠　
　
　
〔
39
〕

女
子
の
部
（
敬
称
略
）〔
ス
コ
ア
〕

　

優　

勝　

玉
田　

美
鈴　
　
〔
38
〕

　

準
優
勝　

西
浦　

登
久
子　
〔
38
〕

　

３　

位　

德
田　

妙
子　
　
〔
40
〕

〜
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
に

よ
る
む
ら
づ
く
り
〜

　

11
月
28
日
（
火
）
役
場
２
階
会
議

室
に
お
い
て
、
脱
炭
素
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

黒
滝
村
脱
炭
素
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

黒
滝
村
誠
心
会
女
性
部
か
ら
、
役

場
や
小
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
に
、

ぞ
う
き
ん
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
心
会
女
性
部
で
は
、
ぞ
う
き
ん

寄
贈
の
取
組
を
長
年
に
渡
っ
て
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ぞ
う
き
ん
は
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
心
会
女
性
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
寄
贈

税等の納期

１月３１日（水）

固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第７期
介護保険料　　　第７期
後期高齢者医療　第７期

忘れずに
納付しましょう！

　

講
師
に
岸
田
か
お
る
さ
ん
、
吉
田

誠
宏
さ
ん
を
迎
え
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
た
住
民
手
作
り
の
水
車
で
地

域
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
山
村
の
事

例
か
ら
、
黒
滝
村
に
は
何
が
あ
り
、

何
が
で
き
る
か
を
参
加
者
で
出
し
合

い
ま
し
た
。

　皆さまの善意に対して心から
感謝申し上げます。

企画政策課
農産物品評会売上金として

１２，３００円

（１２月１１日受理分まで）

善意銀行

水口善造様
叙勲受章の内祝として

１００，０００円

辻内幸二様
叙勲受章の内祝として

１００，０００円

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
各
々
が
思
い
を
語
る
有
意
義
な

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
で
脱
炭
素
を

目
指
し
ま
す
。

第
６
回
議
会
定
例
会

第
６
回
議
会
定
例
会

　

令
和
５
年
第
６
回
議
会
定
例
会
が
12

月
８
日
（
金
）
〜
12
日
（
火
）
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一
般
質
問

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
再
開
に
つ
い
て

（
阪
中
議
員
）

・
移
動
販
売
事
業
に
つ
い
て

（
阪
中
議
員
）

・
行
政
、
議
会
の
可
視
化
・
透
明
化
に

　

つ
い
て

（
岡
﨑
議
員
）

条
例
制
定

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
地
域
活
性
化

　

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

　

て

条
例
改
正

・
議
案
第
２
号　

黒
滝
村
の
特
別
職
の

　

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号　

黒
滝
村
第
１
号
会
計

　

年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

　

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

黒
滝
村
の
特
別
職
の

　

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

　

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

一
般
職
の
職
員
の
給

　

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

黒
滝
村
印
鑑
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

黒
滝
村
国
民
健
康
保

　

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

補
正
予
算

・
議
案
第
８
号　

令
和
５
年
度
黒
滝
村

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

　

つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

令
和
５
年
度
黒
滝
村

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

令
和
５
年
度
黒
滝
村

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

２
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

令
和
５
年
度
黒
滝
村

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

そ
の
他

・
発
議
第
１
号　

黒
滝
村
議
会
議
長
の

　

辞
職
勧
告
決
議
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お
知
ら
せ

相
続
・
遺
言
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、

司
法
書
士
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
。

◆
開
催
日

　

令
和
６
年
１
月
23
日
（
火
）

◆
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

（
１
回
40
分
）

◆
会
場

　

奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

　
　
（
五
條
市
新
町
３
丁
目
３
‐
２
）

◆
予
約

　

令
和
５
年
12
月
11
日
（
月
）
〜

　
　
　

令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
先
着
13
組
）

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

奈
良
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
５
３
４

（
ガ
イ
ダ
ン
ス
６
番
）

年金事務所からのお知らせ 公的年金等の源泉徴収票の送付について公的年金等の源泉徴収票の送付について

　昨年１月～１２月に老齢年金（厚生年金保険、国民年金等の老齢または退職を支給事

由とする年金）を受けとられた方に、支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税等

をお知らせする『公的年金等の源泉徴収票』が送付されます。
　源泉徴収票は、所得税および復興特別所得税の確定申告（所在地を所管する税務署で

受付）の際の添付書類として必要となりますので大切に保管してください。

◆お問合せ先　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１

源泉徴収票は１月中旬から下旬にかけて、日本年金機構から順次発送されます。

源泉徴収票の再交付の受付

電話での再交付申請
ねんきんダイヤル
☎０５７０－０５－１１６５
◆確認事項
○ご本人のマイナンバーまたは基礎年金番号
○氏名　○生年月日　○住所
○お電話をおかけになった方の氏名
○ご本人との続柄
　電話番号登録されているご本人の住所あて
に送付します。電話による再送付の場合は、
お手元に届くまで２週間程度かかりますの
で、お急ぎの方は最寄の年金事務所へ直接お
問い合わせください。

年金事務所窓口での再交付申請
◆必要書類
【ご本人】　
○マイナンバーまたは年金手帳、年金証書ま
たは改定通知書など、日本年金機構が送
付した書類

○本人確認ができる書類（運転免許証など）
【ご本人以外の方】
○ご本人のマイナンバーまたは年金手帳、年
金証書または改定通知書など、日本年金
機構が送付した書類

○ご本人の委任状
○代理人の本人確認ができる書類（運転免許
証など）

○ご本人の印鑑

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

物
品
・
製
造
・
役
務
等
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

令
和
6
・
7
年
度
『
さ
く
ら
広
域

環
境
衛
生
組
合
が
発
注
す
る
物
品
購

入
ま
た
は
製
造
の
請
負
、役
務
契
約
』

（
た
だ
し
、
建
設
工
事
、
測
量
及
び

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
の

契
約
を
除
く
）
に
か
か
る
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
審
査
を
希
望
す
る
場
合

は
、
次
の
手
続
き
に
従
い
書
類
を
作

成
の
う
え
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
は
、

大
淀
町
・
下
市
町
・
黒
滝
村
・
天
川

村
・
川
上
村
・
東
吉
野
村
の
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
を
共
同
処
理
す
る
一

部
事
務
組
合
で
す
。

◆
受
付
期
間

　

令
和
6
年
1
月
17
日
（
水
）

〜
2
月
16
日
（
金
）

　

午
前
9
時
〜
正
午
、

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時（

時
間
厳
守
）

　

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　

※
期
間
が
過
ぎ
た
場
合
は
受
付
出
来
ま
せ
ん
。

◆
申
請
様
式

　

組
合
様
式（
国
土
交
通
省
様
式
可
）

◆
提
出
部
数

　

1
部
。

　

申
請
用
紙
に
つ
い
て
は
、
さ
く
ら

広
域
環
境
衛
生
組
合
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
大
淀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
2
月
16

日
ま
で
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
合
せ
先

　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
事
務
局

　

０
７
４
６
‐
４
７
‐
２
２
１
５

　

〒
６
３
９
‐
３
１
２
１

　

大
淀
町
西
増
５
９
６
‐
３

黒
滝
中
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
花
の
寄
贈
）

　

12
月
1
日
（
金
）、
黒
滝
中
学
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
花
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
花
は
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
毎
日
欠
か
さ
ず
水
を
や
り
、
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
入
口
に
飾
っ
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
９
日
（
木
）、
当
村
に
て
ク

ボ
タ
ユ
ニ
オ
ン
（
大
阪
府
大
阪
市
）

に
よ
る
森
林
環
境
教
育
研
修
が
あ

り
、
黒
滝
村
森
林
組
合
が
研
修
の
講

師
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
ク
ボ
タ
ユ
ニ
オ
ン
の
執

行
委
員
20
名
が
参
加
し
、「
森
」
と

「
水
」
と
の
共
存
を
テ
ー
マ
に
森
林

の
間
伐
体
験
を
と
お
し
て
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
や
土
壌
保
全
、
水
源
涵

養
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 黒

滝
村
と
ク
ボ
タ
ユ
ニ
オ
ン

に
よ
る
森
林
環
境
教
育
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吉
野
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞

　

黒
滝
中
学
校
３
年

田
中　

天
音
さ
ん

税についての作文

寄
付
を
す
る
こ
と
で

　

私
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
言

葉
だ
け
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
何

も
知
ら
な
か
っ
た
。
夏
休
み
の
補
習
で

先
生
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
た
の
で
も

っ
と
よ
く
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
住
ん
で
い
る
自

治
体
に
納
税
す
る
税
金
の
少
し
を
自
分

で
選
ん
だ
市
町
村
に
寄
付
す
る
制
度

だ
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人

に
対
し
て
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
市
町
村

か
ら
返
礼
品
が
贈
ら
れ
る
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
知
る

う
ち
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
主
に
三
つ
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
寄
付
さ
れ
た
市
町
村
が
そ

の
寄
付
金
を
使
い
、
様
々
な
こ
と
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
私
の
今

住
ん
で
い
る
村
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
や
修
学
旅
行
の
た
め
に
大

事
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

な
し
で
は
き
っ
と
十
分
に
こ
の
よ
う
に

活
用
す
る
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
返
礼
品
を
作
る
会
社

が
い
つ
も
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
お
金

を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
で
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
収

入
が
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
だ
。
返
礼

品
を
気
に
入
り
、
購
入
し
よ
う
と
す
る

人
が
増
え
れ
ば
繁
盛
す
る
と
思
う
の
で

ふ
る
さ
と
納
税
が
お
店
や
会
社
の
繁
盛

す
る
一
つ
の
方
法
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
寄
付
し
た
お
礼
と
し

て
個
人
に
返
礼
品
が
贈
ら
れ
る
こ
と

だ
。
返
礼
品
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
、
と
て
も
お
得
だ
。
実
際
に
返
礼

品
欲
し
さ
の
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
ふ
る

さ
と
納
税
を
す
る
人
に
と
っ
て
一
番
の

良
い
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

メ
リ
ッ
ト
を
知
っ
て
私
が
思
っ
た
こ

と
は
、
市
町
村
に
も
市
町
村
の
店
や
会

社
も
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

人
も
、
み
ん
な
い
い
事
づ
く
し
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
り
、
そ

の
考
え
は
少
し
違
う
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。

　

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
、
ど

こ
か
の
市
町
村
が
損
を
す
る
こ
と
だ
。

　

も
し
、
あ
る
地
域
に
だ
け
た
く
さ
ん

の
寄
付
金
が
集
ま
れ
ば
そ
の
地
域
は

様
々
な
こ
と
に
活
用
で
き
、
そ
の
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
寄

付
金
が
全
然
集
ま
ら
な
か
っ
た
地
域
は

活
用
す
る
こ
と
も
、
地
域
が
も
っ
と
よ

く
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
は
不

公
平
だ
。

　

私
は
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
思

っ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
地
域
で
は
な
く

い
ろ
ん
な
市
町
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ど
の
地

域
も
不
公
平
に
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か

ら
だ
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
知
り
、
思
っ
た
こ
と
は
、
将
来

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
市
町
村
を
応
援

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
寄
付
す
る
こ

と
で
市
町
村
が
明
る
く
な
っ
て
ほ
し
い

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
す
る
こ
と
で
損
を
す
る
地
域
の
こ
と

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

中学生「税についての作文」「税についての作文」表彰
　全国納税貯蓄組合連合会並びに国税庁が募
集する、中学生の「税についての作文」にお
いて、黒滝中学校の生徒による作品が表彰を
受けました。
　受賞おめでとうございます。

黒
滝
村
長
賞

　

黒
滝
中
学
校
３
年

樋
口　

綾
莉
さ
ん

個
人
の
負
担
で
は
出
来
な
い

　

今
年
の
夏
休
み
に
、
私
た
ち
黒
滝
中

学
校
の
二
年
生
と
三
年
生
、
去
年
卒
業

し
た
高
校
生
十
名
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
十
日
間
行
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
七

日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
家
族
旅

行
と
し
て
行
く
と
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
か
か
る
の
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
と

て
も
た
く
さ
ん
の
費
用
が
か
か
る
と
わ

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
は
約
一
割

と
い
う
と
て
も
少
な
い
費
用
で
行
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
残
り
の
費
用
は
税

金
で
補
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

い
思
い
出
だ
け
で
な
く
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
身
の
回
り
を
よ
く

見
て
み
る
と
個
人
で
負
担
す
る
と
た
く

さ
ん
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
直
接
負

担
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
少
な
い
負
担

で
受
け
ら
れ
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
全
て
税
金
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
す
。
毎
日
の
給
食
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
机
や
い
す
な
ど
の
備
品
学
校
そ

の
も
の
の
建
物
な
ど
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
中
で
も
税
金
に
関
わ
っ
て
い
る

と
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
私
の
家
の
前
で
水
道
の

工
事
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
い
水
道

管
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
破
裂
す

る
か
も
し
れ
な
く
、
新
し
い
水
道
管
に

取
り
替
え
る
工
事
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
掘
り
返
し
た
道
路
も
き

れ
い
に
塗
装
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
、
台
風
な
ど
の
災
害
で
壊
れ

た
道
路
な
ど
の
復
旧
も
税
金
で
工
事
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
収

集
、
警
察
、
消
防
な
ど
も
私
た
ち
が
安

心
・
安
全
、
ま
た
便
利
に
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、
税
の
重
要
性
を
と
て
も
大

き
く
感
じ
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
中
学
生
で
消
費
税
の
間
接

税
し
か
納
め
て
な
く
、
直
接
税
を
納
め

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
私
た
ち
が

安
心
し
て
便
利
な
生
活
が
出
来
て
い
る

の
は
、
た
く
さ
ん
の
大
人
の
方
々
が
納

め
た
税
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
今
あ
る
施
設
な
ど
を
大
切
に

使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
私
が
将
来
働
い
て
お
給
料
の
中
か

ら
納
め
る
税
金
は
、
今
後
自
分
た
ち
の

子
供
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
使
わ
れ
る
の
で
し
っ
か
り
納
め
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
税
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
、関
心
を
持
つ
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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令
和
６
年
１
月
か
ら
、
出
産
さ
れ

る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
の
国

民
健
康
保
険
税
が
、
産
前
産
後
の
４

か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
６
か

月
間
）
免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産

予
定
ま
た
は
出
産
し
た
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
方

　

※
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
の

出
産
が
対
象
で
、
死
産
・
流
産
・
早

産
・
人
工
妊
娠
中
絶
の
場
合
で
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

産
前
産
後
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

◆
対
象
期
間

　

出
産
予
定
日
の
前
月
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
は
３
か
月
前
）
か
ら
２
か
月

後
ま
で
の
期
間

◆
対
象
と
な
る
国
保
税

　

出
産
さ
れ
る
方
本
人
に
か
か
る
国

保
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額

◆
手
続
き
方
法
等

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届

出
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
も
の
を
持
参
し
役
場
保
健
福

祉
課
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
（
出
産
予
定

日
が
確
認
で
き
る
書
類
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

新型コロナワクチン接種
オミクロン株（XBB.1.5）に対応したワクチン接種がお済みでない方へのお知らせ
　秋冬接種は希望するすべての方が接種を受けられます。
　診療所等で接種をお済みでない方で接種を希望される方は、南奈良総合医療センターにて
接種を受けることができますので、黒滝村保健福祉課へご連絡ください。
　なお、秋冬接種における追加接種は、1回のみの接種となりますのでご注意ください。

　南奈良総合医療センター

　１２歳以上の人（最後の接種から３ヶ月経過した方）

　ファイザーワクチン
　※今後、厚生労働省からのアナウンス等により変更の可能性があります。
　※ワクチンの詳細については厚生労働省ＨＰをご覧ください。
　（www.mhlw.go.jp)

　◆接種券付き予診票（又は接種券・予診票）
　◆接種済証
　◆本人確認書類
　◆乳幼児・小児は母子手帳
　※これらを忘れると接種できません。
　□お薬手帳

接種場所

対象者

使用ワクチン

当日の持ち物

利用していない接種券がお手元にない
場合は、保健福祉課へご連絡ください。｝

ノロウイルス感染症とは？
ノロウイルスは、少量でも手や指、食品などを介して口から入ると、体の中
で増殖し、腹痛やおう吐、下痢などの症状を引き起こします。

ノロウイルスの正しい知識と予防方法
冬は特にご注意！

予防のためのポイント
◆持ち込まない

◆つけない

◆やっつける

◆拡げない

普段から感染しないように食べものや家族の健康状態に注意しましょう。

手洗いをしっかり行ないましょう。

手を洗うタイミング

食品に付着したノロウイルスを死滅させるためには、中心温度 85 ～ 90℃、
90秒以上の過熱が必要です。

ノロウイルスが身近に発生したときには、ノロウイルスの感染をひろげないた
めに食器や環境などの消毒を徹底すること、また、おう吐物などの処理の際に
二次感染しないように対策をとりましょう。

・トイレに行った後
・調理場に入る前
・料理の盛付けの前
・次の調理作業に入る前

健 康 づ く り 情 報

①　　　　　　　　②　　　　　　③　　　　　　④　　　　　　　⑤

３ヶ月前

２ヶ月前

１ヶ月前

出産予定月

１ヶ月後

２ヶ月後

多胎
妊娠

○

○

○

★

○

○

単胎
妊娠

○

★

○

○

対
象
期
間

対
象
期
間

▲免除制度の対象期間

◆お問合せ先　保健福祉課
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黒
滝
お
こ
し

協
力
隊
活
動
報
告

ゲンバ！今月の

今月の満腹！
　大和高田のイベントで買ったオーストラリアの菓
子「ラミントン」です。スポンジケーキにチョコレー
トをかけココナツをまぶしたもの。夕食後に食べまし

　当面は毎月第３水曜日、場所は
堂原の「お食事処あきちゃん」店
内です。店の営業が終わった午後
２時ごろから夕方までを予定して
います。
　削り馬や大型ナイフ「銑」、オ
ノなど、グリーンウッドワークの
道具のいろいろを実際に触ってい
ただけます。時間や人数次第です
が、実際にちょっとした小物など
も作れたらと計画中です。

　乾いていない生の木を使う「グ
リーンウッドワーク」、ご覧くだ
さっていますでしょうか。山に囲
まれ、吉野杉と吉野ヒノキを大切
に育ててきた黒滝にぴったりのモ
ノ作りだと思っています。よりた
くさんの方に触れていただけるよ
う、スギイロが月に一度の体験会
を始めました。

体験会スタート

グ リ ー ン ウ ッ ド ワ ー ク Green Wood Work

　

ま
ず
は
奈
良
市
の
ロ
ー
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
奈
良
で
、
サ
ッ
カ
ー

J3
奈
良
ク
ラ
ブ
の
試
合
に
合
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
好

き
な
の
で
張
り
切
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
朝
か
ら
み
ぞ
れ
混
じ
り
で

時
折
強
風
も
。
そ
れ
で
も
親
子
連

れ
で
次
々
と
参
加
い
た
だ
き
感
謝

で
す
。
昼
か
ら
は
天
気
も
回
復
、

試
合
は
劇
的
な
展
開
で
ホ
ー
ム

チ
ー
ム
が
勝
ち
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

　

翌
日
は
奈
良
県
産
業
会
館
と

周
辺
で
の
「
や
ま
と
た
か
だ

産
業
フ
ェ
ア
元
気
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３
」へ
。打
っ
て
変
わ
り
、

日
が
当
た
る
と
上
着
も
い
ら
な
い

く
ら
い
で
し
た
。
駅
に
近
い
う
え

　参加無料、予約も不要、お気軽
にお立ちよりください。　（酒井）

黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】
毎月 日は

図
書 室 だ よ り

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日　　　　　　　　
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
　ください。

面白くて眠れなくなる人体　／　坂井　建雄面白くて眠れなくなる人体　／　坂井　建雄

 

文化財防火デー

1 月 26 日は、法隆寺金堂壁画が焼損し

た日（昭和 24年）にあたることから、こ

の日を「文化財防火デー」と定められ、こ

の日を中心として文化財を火災・震災その

他の災害から守るために全国的に文化財防

火運動が展開されています。

文化財は、たくさんの工夫と努力によっ

て幾多の世代を超えて伝えられ今も引き継

がれています。このような文化財は、関係

者の努力だけでなく、住民一人ひとりが文

化財を火災等の災害から守るための日常の

心配りを積み重ねていくことが必要です。

皆さんで協力して、大切な文化財を火災か

ら守りましょう。

下市消
防署か

らの

下市消
防署か

らの

お知ら
せ

お知ら
せ

「唇が赤いのはなぜ？」「鼻
の孔はどうして二つある？」な
ど、当たり前のこととしてこれま
で気に留めることもなかったけ
ど、言われてみればよくわからな
い……。また、「小指を曲げると
薬指まで曲がるのはなぜ？」「正
座をすると足がしびれるのはな
ぜ？」といった小さな疑問。そん
な私たちの身体に関するあれこれ
について、わかりやすく解説し
てくれています。さらに、「脳そ
のものは痛みを感じない」「揺れ
る電車の中でも本が読めるのは
……」「ビンの蓋やネジが右回し
の理由」などなど、読んでみると
「へぇ～～～」と思えることがた
くさん書かれています。

最も身近なのに「なぜ？」だら
けの人体という小宇宙を旅してみ
ましょう。

地
元
の
い
ろ
い
ろ
な
店
、
イ
ベ
ン

ト
が
並
び
来
場
者
も
多
様
。
ト
ン

ト
ゥ
の
で
き
上
が
り
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
こ
ち
ら
も
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ク
で
懸
命
に
色
え
ん
ぴ
つ
を

作
っ
て
い
た
少
年
も
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

完
成
し
た
ト
ン
ト
ゥ
、
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
飾
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
限
り
。
ま
た
、
何
か
の
形
で

こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
い
で
す
。　　
　
　
　
（
松
浦
）

▲トントゥはフィンランドの小柄な妖精。
　今回はシンプルに、斜めに切った枝に絵
　付けするだけにしました

　

11
月
18
日
〜
19
日
、
村
の
PR
の

た
め
村
外
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

し
ま
し
た
。
両
日
と
も
に
「
ト
ン

ト
ゥ
」、
二
日
目
は
ス
ギ
イ
ロ
の

「
森
の
色
え
ん
ぴ
つ
」
も
一
緒
に

作
り
ま
し
た
。

▲イベントはあいにくの天気でしたが、トントゥづくりは好評でした

▲大和高田のイベントで、空き時間に思い思い
　に削ってみる協力隊メンバー

たが「ちょうどいい」。甘すぎ
ず量も適度でコーヒーに合いま
す。気持ち良く食事を終えられ
ました。　　　　　　　（松浦）



黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（１２月１日現在）

　　男　　２９７人　　（－２）
　　女　　３１８人　　（－１）
　　計　　６１５人　　（－３）
　　世帯　３３０世帯　（－２）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。ので、是非ご視聴ください。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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広報くろたき　No.499
2024 年 １月号 1414

役　場
　　ＩＰ電話

防災放送電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）
教育委員会事務局
　　ＩＰ電話
診療所
　　ＩＰ電話
歯科診療所
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）
　　ＩＰ電話
こもれびホール
黒滝駐在所
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村

62-2031
0747-68-9200

～ 9202

62-9010
62-2314

0747-68-9204
62-2747

0747-68-9700
62-2621

62-2850
0747-68-9023

62-2280
62-2034

62-2770

【　　　　　　　
　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

黒滝こども園黒滝こども園

◆対象となる乳幼児
　生後６ヶ月から５歳児（小学校就学前）で次の要件に
該当する場合

◆保育時間（月～金）
○通常保育
　８時～１６時

①仕事をしていて保育をする
ことができない
②妊娠中や出産後間がないの
で保育ができない
③病気やけが若しくは、障が
いがあり保育ができない

◆募集期間
　１月９日（火）～　１月１２日（金）
◆お問合せ先
　黒滝こども園　☎６２－２２０６

保育園部

○延長保育
　７時１５分～８時
　１６時～１９時

④同居又は長期入院等して
いる親族の介護・看護を
していて保育ができない
⑤求職活動中であり保育が
できない
⑥その他

入入園園児児募募集集

幼稚園部

◆保育時間（月～金）
○通常保育
　８時４５分～１３時４５分

○預かり保育
　１３時４５分～１６時

◆対象となる幼児
平成３０年４月２日～令和３年４月１日に生まれた幼児


